
　 本日３人の先生方が、「顔には魅力がいっぱい」

「ほとけの顔もなんとやら」「ゼロの顔」というテ

  ーマでお話されるということを聞き、私も自分

  なりに同じテーマでお話させていただこうと思

  います。

  
  仏の顔

  　今から約１０年前のことですが、奈良県庁から、変わった依頼が参り

  ました。それは、奈良県で出している「グローバル奈良」という広報誌の

  中で、工学博士原島博の「顔博士といっしょに仏様の顔鑑賞」というペ

  ージをつくりたいので、ぜひ奈良に来て仏像を見てほしい、そこで僕が

  話したことを録音して記事にしたいという内容でした。

  　僕の専門は電子情報工学、コンピュータですから、仏像についてはま

  ったく知りません。でも、せっかくの機会だからと、安易に引き受けてし

  まったのです。その日が近づいてくると、さすがに不安になって、仏像の

  本を買って一夜漬けで勉強しました。恥ずかしいことですが、如来と

  菩薩の違いを、そのとき初めて知りました。

  　買った本を読みながら、これは正直言ってダメだと思いました。この

  仏像の微笑みはアルカイックスマイルだなんて解説したぐらいでは、専

  門の方から見たら、笑いものになるだけだ。もう、しようがないと、居直

 ってしまいました。

  　どのように居直ったかというと、やはり相手が仏様だから、仏様にお

  任せするのがいいのだ。まずは、拝顔しよう。そして仏様と何か語り合

 ってみよう。そうすると、その中から何か教えてくださるのではないかと。

  　そのためには、なるべく仏様と長い時間接していたいと思い、少なく

  とも仏様それぞれに３０分、できれば１時間、その前に座らせてくれと

  いう条件をつけました。

  　そこで、興福寺の阿修羅像、旧山田寺の仏頭、そして東大寺の不空

  羂索観音像（ふくうけんさくかんのんぞう）だけに限って、それぞれ１

  時間見る時間をくださいとお願いし、奈良へ出かけて行ったのです。

　ところが１時間隅のほうで、じっと見ていようと思ったら、普通のカメラ

  のほかに、テレビカメラでも撮影していて、ずっと僕に大きなマイクを

  向けている。これでは周りの皆様に迷惑になると思い、人気のある阿

  修羅像は避けました。
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　それでもなんとか、その隣にある旧山田寺の仏頭を、１時間見させ

ていただきました。こちらは６００何年かにつくられ、別のお寺に移さ

れた後、１４１１年に焼けたのですね。その焼けてしまわれていたのを

誰も知らずに、昭和１２年に発見された首から上だけの仏様です。

　この時の１時間は、私にとって予想もしていなかった収穫がありま

した。この仏頭は、焼けたために片方の耳がありません。最初はやは

り、そういうところが気になりました。それから、仏様としては、ずいぶん

丸顔だなとか、そんなところも気になりました。

　でも、だんだんとそういう顔形を見るということよりも、その仏像さん

と何か話をしているような、そんな気がしてきたのですね。こちらが仏

様を見ているつもりが、むしろ見られている、そういう感覚になってまい

りました。

　そうすると、見られているとなると、自分はそこにどう映っているのか。

あるいは、この仏様は千年以上に渡って、いろいろな人の顔を見ている

はずだ。それぞれがどういう顔だったのだろうということを、想像する

ようになっていったわけです。

　最近だったら、修学旅行の女子高生がキャーキャー騒ぎながら、こ

の前を通り過ぎていくのを見ているかもしれない。あるいは戦乱の世

に、人を殺してきたお侍が人生に落胆して、その前に１時間、２時間座

っていたかもしれない。そういう人たちを、この仏様は見ていたかもし

れない。

　そうすると、今度は、僕自身にその時々に見られていた人との、コミュ

ニケーションが生まれてきたのですね。これは僕にとって、非常に面白

い経験でしたが、それには、４０分から１時間くらい見ていないと、そう

いう感覚にはなれなかったと思います。

　それからもうひとつ、私にとってびっくりしたことがありました。それ

は、最後のほうで、だんだんこの仏像の顔が、私の母の顔に見えてきた

のです。

　個人的なことで申しわけないのですが、私はこの仏様の企画の数

ヶ月前にパーキンソン病で母親を亡くしておりました。この病気は、身

体がだんだん動かなくなる病気です。入院してトレーニングをして元

気になっても、退院するとまたどんどん身体が動かなくなり、それでま

た入院する。その繰り返しでした。

　母親は入院を嫌いましたが、家族としては入院させなければいけな

い。強引に入院させて、残念ながら最後は病院で亡くなり、家族は誰も

死に目には会えなかったのです。親不孝してしまったなあという気持ち

になっていたところに、この顔に会ったのです。だんだん、だんだん仏様
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の顔が母親の顔になって、なんとなく許されたような気持ちになったと

いうのが、私の仏様に対する体験であります。

　この仏様の場合と同じで、知らない人の顔というのは、最初会った

ときには、まず外見が気になります。ところが、だんだん長く付き合って

いると、見るところが変わってくるのですね。それが、仏様の顔で経験

できたというのは、私にとって、非常に貴重な体験であったと思います。

子どもの顔

　本日の講師である田沼先生は、戦後の昭和２５年頃から、「戦後の

子どもたち」というテーマで写真を撮られています。その写真集をお

借りして見ていたら、その中に、「松島トモ子の卒業式」というのがあ

り、そこに小学校６年生の私が写っていたのです。たまたま同期生に

松島トモ子さんがいたのですが、田沼先生が撮られた写真に、小さい

頃の私が写っていたこの偶然には本当にびっくりしました。

　この写真集の帯に、こういう言葉が書いてあります。「子どもは地球

の鏡だというのが、世界の子どもと向き合ってきた私の体験から得た

結論だが、同時に子どもは歴史の鏡でもあり、時代の鏡でもあると思

う」。まさにこの言葉どおり、私の子どもだった時代が先生の写真の

中におさめられています。

　と同時に、これももう２０年以上前のことですが、子どもの顔という

のは、場合によっては、その街の顔をつくっているという体験をしたこ

とを思い出しました。

　それは、１９８４年に、家内と５歳と２歳になる息子たちを連れて、１年

間海外で過ごしたときのことです。家族でヨーロッパのある街に着き、

家族をホテルに残して、まず私ひとりで、その街を散歩いたしました。

　街はきれいで、天気もよかったけれ

ども、なんとなく歩いている人たちの印

象が暗い。皆表情がなくて、仮面を着け

ているような感じでした。こちらを見る

目つきも、私がまるで犯罪者であるか

のようです。このような街に家族と一緒

に歩いて大丈夫だろうかと心配になり

ましたが、ホテルに閉じ込めておくわけ

にもいかず、翌日、２歳の子をバギーに乗せ、家族で街に出たのです。

　そうしたら、街がまるっきり違っていました。前日よりも曇っていた

にもかかわらず、街は温かい印象だったのです。何よりそこにいる人

たちが、明るい表情をしていて、子どもの顔を見ては「まあ、かわいい」

 今いくつ？」と、優しく声をかけてくれたのです。「

欧州のある街（1984年初冬）



もうおわかりだと思いますが、私の２人の子が街を明るくしたのです。

前の日、一人で歩いていた私を、街の人たちは日本から来た営業マ

ンあたりだろうと、そんな目で見ていた。ところが、バギーを押しなが

ら子どもと一緒に歩く姿を見て、自分たちと同じように子どもを愛し

ているパパだというふうに見たのだと思います。

　　　　　　　　　　　　　 　そして、子どもを見る人たちの表情は、

　　　　　　　　　　　　　 皆優しく、自然にいい表情になってしま

　　　　　　　　　　　　　 います。子どもを見る目、おそらくこれは

　　　　　　　　　　　　　 万国共通なのではないかと思います。

　　　　　　　　　　　　　 また、それ以上に僕が感じたのは、街と

　　　　　　　　　　　　　 いうのは、そこにいる人の顔で決まると

　　　　　　　　　　　　　 いうことです。つまり、街がよくなるため

　　　　　　　　　　　　　 には、そこに当たり前のように子どもた

ちがいるということが大切なのかなと思うのです。

　これからの街づくり、国づくり、いろいろ言われていますが、僕はや

はり子どもというのを１つの中心に据えて考えていくことが大切なの

ではないかと、このときヨーロッパの街で体験しました。

ゼロの顔

　「ゼロの顔」とはいったい何だろうと、あれこれ考えて浮かんだのは、

いろんなものを差し引いて、最後に残るのが、ゼロの顔かなということ

です。そこで、ここでは僕がいろいろと装ったときの顔をお見せするこ

とによって、そこからゼロを探ろうと考えています。

　　　　　　　　　　　　　 　最初の写真は、写真館に行って撮っ

　　　　　　　　　　　　　  たものです。写真が仕上がったとき、僕

　　　　　　　　　　　　　 自身笑ってしまったのですが、僕の職

　　　　　　　　　　　　　  業も言わないで撮ってもらったら、こう

　　　　　　　　　　　　　 いう顔になった。向こうから見れば、私

　　　　　　　　　　　　　 はこういう顔に見え、こういう顔に撮れ

　　　　　　　　　　　　　 ば喜ぶと思ったのだろうと思います。

　　　　　　　　　　　　　 　一方、友人に海田悠さんという写真

　　　　　　　　　　　　　 家がおられて、撮ってくれたのがこの写

　　　　　　　　　　　　　  真です。やはり専門の人は、いい顔を撮

　　　　　　　　　　　　　 ってくれますね。インタビューを受けてい

　　　　　　　　　　　　　 る最中、知らない間に撮られた写真な

　　　　　　　　　　　　　 どにも、比較的気に入った写真が多く、

　　　　　　　　　　　　　 よく使っております。
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　こちらの写真の顔は、日本顔学会の

シンポジウムで行った実験で、歌舞伎

のメイクを舞台で実演してもらった時の

ものです。歌舞伎の中では美男とされ

ている「お軽勘平」の勘平のモデルを、

私がやりました。どこまでメイクの力で

それらしくなるかという実験だったので

すが、見ておわかりのとおり、もう私はすっかりその気になっています。

　また「フォーラム顔学」という日本顔学会の研究発表会では、髪に

メッシュを入れて、革パンを穿いて暴走族に変身（写真未掲載）させられ

たのですが、これも面白い経験でした。

　こちらはバリ島に行ったときに、そこ

で講演したときの服装がこれです。バリ

芸術大学で開催された国際的な会議に

この格好で出ていったときは、誰も私を

日本人だと思わなかった。バリの人だと

思っていたところ、話し出したら日本人

だったという、愉快な体験でした。

　これは、５年ほど前、やはり日本顔学

会のシンポジウムで「変身」というテー

マを取上げたときのものです。人間変身

することによって、何が見えてくるだろう。

それを実際に実験してみようと、私がモ

デルにならされたわけです。

　この時は、そこに朝日新聞の記者の

方がずっと付いていて、後日それが文化欄の記事になりました。「変身

に探る人の関係性、発想転換、柔軟な生き方可能に」。それで、私の変

身前、変身後で、ミニスカートを穿いた全身像が掲載されました。あわ

せて一面の朝日新聞の題字の下に、今日の代表的な記事「東大教授

が女装」と。これで東大にいられなくなると思いましたら、皆「おまえは

古いよ」と言われることを警戒して、「いいんじゃないの」「勇気あるよ」

とプラスの評価を得ることができ、今もまだ大学におります。

　要するに、このとき何がやりたかったかと言うと、変身によって自分

が変わる、他者が自分を見る目が変わる、自分が他者を見る目が変わ

る、それを探ってみたかったのです。それと同時に、新たな自分を発見

できるかもしれない。自分の顔というのは、本当に自分の顔なのだろ

うか。これは社会が決めているだけなのではないか。

　女装によって別の自分を発見したというわけではありませんでした

歌舞伎の顔（シンポジウム顔94）

バリ島で

女装
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　　　　　　　　　　　　　 が、少しですが女性の気持ちというのが

　　　　　　　　　　　　　 理解できました。ミニスカートを穿いて

　　　　　　　　　　　　　 いる時には、いい加減な座り方をしたら、

　　　　　　　　　　　　　 大変なことになるということもわかりま

　　　　　　　　　　　　　 した。やはりこれも、体験することによっ

　　　　　　　　　　　　　 て、自分の生きている世界が変わるとい

　　　　　　　　　　　　　 う経験でした。

　このようにふだんの自分から離れた装いをすることで、ある意味、自

分の顔に囚われていないゼロの顔が見えてくるのではないかと、そう

いうふうに思ってお話をさせていただきました。

原島  博（はらしま  ひろし）氏プロフィール 
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